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を
利
用
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
作

る
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
」
が
今

年
９
月
竣
工
に
向
け
建
設
中
で

あ
っ
た
。
今
回
の
視
察
で
、
お

お
よ
そ
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
原
発
は
、
安
全

性
へ
の
不
安
と
常
に
隣
り
合
わ

せ
。
安
全
に
処
分
す
る
こ
と
は

大
命
題
で
あ
る
一
方
、
東
日
本

大
震
災
後
の
２
０
１
３
年
に
決

定
し
た
原
子
力
の
新
し
い
規
制

体
制
に
適
合
さ
せ
る
べ
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
が
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
。
通
算
27
回
目
と
な

る
工
程
延
期
が
避
け
ら
れ
る
よ

う
９
月
完
成
を
願
う
。

（
福
沢　

秀
己
）

　

７
月
18
日
（
木
）

　

私
た
ち
は
「
六
ケ
所
原
燃
Ｐ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
」
で
日
本
原
燃
の

概
要
を
聞
き
、
バ
ス
か
ら
「
ウ

ラ
ン
濃
縮
工
場
」
と
「
低
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ

ー
」
の
ほ
か
、
自
然
災
害
等
の

被
害
を
防
止
す
る
防
護
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
た
施
設
を
見
学
し
た
。

そ
し
て
、
ま
た
別
の
バ
ス
に
乗

り
継
ぎ
、
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
の
あ
る
エ
リ
ア
に
入
っ
た
。

こ
こ
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は

さ
ら
に
厳
し
く
、
身
分
証
明
等

厳
重
な
身
体
検
査
を
受
け
、
写

真
撮
影
は
も
ち
ろ
ん
Ｎ
Ｇ
。
厳

重
な
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク

管
理
体
制
だ
っ
た
。
か

つ
て
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ

リ
ス
に
委
託
し
、
返
還

さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体

（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
）
が
貯
蔵
容
量
２

８
８
０
本
の
内
、
１
８

３
０
本
貯
蔵
さ
れ
て
い

た
。
敷
地
内
に
は
、
使

用
済
燃
料
の
再
処
理
を

行
う
「
再
処
理
工
場
」

と
「
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
」

な
が
ら
「
子
供
の
世
話
や
行
政

に
係
る
用
事
が
済
ま
せ
ら
れ

る
」
こ
と
に
、
特
に
感
銘
を
受

け
た
。

　

当
町
の
庁
舎
も
建
築
か
ら
45

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

10
年
後
を
見
据
え
た
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
庁
舎
整
備
計
画
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

（
岩
谷　

司
）

　

７
月
３
日
（
水
）

　

小
清
水
町
は
、
北
海
道
東
北

部
に
位
置
し
、
４
３
８
３
人
と

当
町
よ
り
人
口
が
少
な
い
町

だ
が
、
公
共
施
設
と
し
て
日
本

初
の
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
（
日

常
は
も
ち
ろ
ん
、
非
常
時
に
も

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
防
災
の
新
し
い
考
え
方
）
」

で
、
防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎
を

整
備
し
た
。
こ
の
き
っ
か
け
は
、

２
０
１
８
年
の
胆
振
東
部
地
震

（
震
度
５
強
）
で
43
時
間
停
電

し
た
こ
と
と
役
場
庁
舎
の
老
朽

化
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
後
、

５
か
年
計
画
で
「
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
誰
も
が
気
兼
ね
な
く

過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
住
民
や
議
会
と
協
議
を

重
ね
て
整
備
に
至
っ
た
。

　

こ
の
複
合
庁
舎
は
、
「
平
常

時
は
役
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
」
、
「
災
害
時
は
災
害
対

策
室
と
一
時
避
難
所
」
と
な

り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
訪
れ
や

す
い
場
所
、
「
私
の
居
場
所
」

に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
か

ら
「
ワ
タ
シ
ノ
」
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
し
た
そ
う
だ
。
ま
た
、

庁
舎
内
に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
洗
濯
し

防
ぐ
た
め
、
行
政
や
地
域
の
関

係
機
関
と
協
力
し
て
対
策
を
練

り
、
現
場
対
応
を
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
調
査
・

保
護
管
理
活
動
・
自
然
教
育
活

動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
人

材
育
成
や
教
材
の
開
発
、
地
域

住
民
や
観
光
客
へ
の
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
に
白
神

山
地
が
世
界
遺
産
登
録
30
周
年

を
迎
え
て
、
知
床
財
団
の
取
組

を
参
考
に
し
、
環
境
保
全
は
も

と
よ
り
、
観
光
産
業
な
ど
の
更

な
る
活
性
化
に
努
め
る
べ
き
と

感
じ
た
。

（
大
川　

清
光
）

　

７
月
２
日
（
火
）

　

♪
知
床
の
岬
に　

は
ま
な
す

の
咲
く
頃
♪　

知
床
旅
情
の
歌

詞
に
あ
る
と
お
り
、
「
知
床
」

＝イ
コ
ー
ル「
は
ま
な
す
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
だ
が
、
岬
の
最
深
部
は
立

入
禁
止
で
、
見
学
不
可
能
で
あ

っ
た
。
我
々
は
、
世
界
自
然
遺

産
「
知
床
」
の
活
用
と
環
境
保

全
の
取
組
に
つ
い
て
、
公
園
管

理
団
体
で
あ
る
知
床
財
団
よ
り

説
明
を
受
け
た
。
今こ

ん
に
ち日
の
知
床

が
あ
る
の
は
、
47
年
前
に
開
拓

が
進
ん
だ
知
床
を
リ
ゾ
ー
ト

開
発
す
る
こ
と
な
く
、
自
然
保

護
に
舵
を
切
っ
た
町
長
の
英
断

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
知
床
財
団
は
「
自

然
を
知
り
・
守
り
・
伝
え

る
」
活
動
と
し
て 

国
立

公
園
管
理
、
生
態
系
の
保

全
の
た
め
、
ヒ
グ
マ
や
エ

ゾ
シ
カ
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
を

付
け
て
の
生
態
観
察
や
、

冬
の
海
に
や
っ
て
く
る
ト

ド
の
調
査
・
研
究
、
環
境

教
育
、
施
設
運
営
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
野
生
動
物

と
人
間
と
の
間
で
起
き
る

か
も
知
れ
な
い
事
故
等
を

世
界
自
然
遺
産
「
知
床
」

小
清
水
町
防
災
複
合
施
設

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
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